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　米国物理学会（APS）において、グラファイト（graphite：黒鉛）を構成する単原子層シートである
グラフェン（graphene）に関する研究の発表件数が急増している。グラフェンはカーボンナノチューブ
と同様に、電気的・機械的・熱的に優れた特性があると予想されていたが、安定したグラフェンを作製す
ることが困難だったため、グラフェンに関する発表件数はあまり多くなかった。しかし、2004年から
2006年にかけて、新しいグラフェン作製手法の開発、グラフェンを用いた電子回路の作製およびその
特性の観察など、革新的な研究発表が報告され、これらに多くの研究者が興味を示し、研究の活発化に結
びついたものと見られる。日本物理学会でも発表件数に増加の兆候が見られ、今後のグラフェンに関する
研究活動が注目される。
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　グラファイト（graphite：黒鉛）は、ベンゼン環
の炭素骨格が二次元につながった単原子層シート
が積層した構造になっており、この単原子層シー
トをグラフェン（graphene）と云う。ちなみに、
カーボンナノチューブ（CNT）はグラフェンが円
筒状に巻かれた構造である。グラフェンはCNTと
同様に、電気的・機械的・熱的に優れた特性を有す
ることが予想されていたが、特性を調べることが
できるような安定したグラフェンを作製すること
が困難だったために、これらを実験的に検証する
ことは難しかった。このため、学協会におけるグ
ラフェンに関する発表件数はあまり多くなかった。
　ところが、2007 年３月にコロラド州デンバー
で開催された米国物理学会（APS）１）のMarch 
Meeting において「graphene」をタイトルあるい
はアブストラクトに含む発表の件数が急増して 134
件となり、「carbon nanotube」をタイトルあるいは
アブストラクトに含む発表件数（343件）の約４割
に達した。右表に示すように、CNTに関する発表
件数は 2005 年からほぼ一定であるのに対して、グ
ラフェンに関する発表件数は 2005 年から急激な増
加傾向を示している。
　最近のグラフェン研究の活発化には、以下に示
すような 2004 年から 2006 年にかけての革新的な
研究発表が多くの研究者の興味を惹き付けたこと
が背景にあると考えられる。
①  2004 年にグラファイトからグラフェンを基板
上に貼り付ける手法が開発され、特性の計測
が可能な安定したグラフェンを作製すること
ができるようになった。
②  2004 年から 2005年にかけて、表面を酸化させ
たシリコン上に上記①の手法で貼り付けたグ
ラフェンに、金属電極を取り付けた電子回路
が作製された。この回路で、特異な量子ホー
ル効果が観測された。
③  2006年に、上記②の手法やCNTトランジスタ
作製よりさらに簡便な方法として、シリコン
カーバイドを出発原料として作製した、グラ
フェン 10層以下の薄膜からトランジスタを構
築する方法が発表された。
④  グラファイトから化学的手法を用いて作製し
たグラフェン系複合材料の作製法が報告され
た２）。
　日本物理学会の春季大会においても、タイトル
に「グラフェン」を含む発表件数が、2005年は２件、
2006 年は１件であったものが、2007 年は９件と増
加の兆候が見られる。グラフェンに関する研究活
動の今後の成果が注目される。
（専門家ネットワーク 齋藤理一郎氏の投稿による）
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2005年 2006年 2007年
グラフェン* 19件 48件 134件
CNT** 309件 385件 343件
米国物理学会（APS）March Meeting におけるグラフェン、
およびCNTに関わる発表件数の推移
* 「graphene」をタイトルあるいはアブストラクトに含むもの
**  「carbon nanotube」をタイトルあるいはアブストラクトに含む
もの
